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課 係 事務分掌 

総務企画課 

総務財政係 
理事会・通常総会等の会議に関することや、職員の服務、給与、福利厚
生等に関することを行う。 

企画調査係 
本会事業の企画立案、経営計画、広報、トップセミナーに関することを
行う。 

出納係 
各会計の歳入歳出決算に関することや、財産および備品の管理に関する
ことを行う。 

審査第 1 課 

審査管理係 
審査委員会に関することや、医療機関申出再審査、海外療養費、特別療
養費等に関することを行う。 

高額審査係 
高額審査事務処理に関することや、特別審査委員会の事務処理に関する
ことを行う。 

審査第 1 係 
医科レセプト審査事務処理に関することや、国保請求支払システムに関
することを行う。 

審査第 2 係 
医科レセプト審査事務処理に関することや、後期請求支払システムに関
することを行う。 

審査第 2 課 

歯科審査係 
審査委員会(歯科部会)に関することや、歯科レセプト審査事務処理に関
することを行う。 

支払調整係 診療報酬の支払決定に関することを行う。 

療養費・調剤審査係 
柔整・あはき療養費に関することや、調剤レセプト審査事務処理に関す
ることを行う。 

保険者支援課 
保険者支援係 

ヘルスサポート事業他健康推進事業、国保データベース（ＫＤＢ）、保
険者努力支援制度の取組強化、レセプト点検事務共同事業、特定健診・
特定保健指導に関することや、国保診療施設協議会に関することを行
う。 

求償係 第三者行為求償事務共同事業に関することを行う。 

情報・介護課 

情報管理係 共同電算処理事業や、国保事務処理標準システムに関することを行う。 

介護福祉係 
介護給付費等の審査・支払、障害者総合支援および障害児総合支援給付
費の審査・支払、介護サービス利用者・家族からの苦情・相談に関する
ことを行う。 

      
令和８年度本会の新規採用職員紹介 

総務企画課 総務財政係  
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本年度から、新規職員として総務企画課・総務
財政係に配属となりました。積極的に学ぶ姿勢
を大切にしながら、１日でも早く皆様のお役に
立てるよう、日々の業務に真摯に取り組んでま
いります。 

令和８年度本会の組織体制 

お問い合わせ先 総務企画課 企画調査係  

TEL 0985-25-5321 / FAX 0985-83-3359 

E-mail: kikaku@kokuhoren-miyazaki.or.jp 
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４月 23 日（木）、本会 4 階大会議室に
おいて、年度当初の円滑な業務執行支援や
直近のシステム改修への対応方法を周知す
ることを目的として、令和８年度 国保情
報集約システム及び国保事業報告システム
合同説明会を集合形式とオンライン会議形
式の併用で開催しました。 

説明会には県内 26 市町村の担当者 58
人（内オンライン参加 48 人）の出席があ
りました。 

第 1 部では、本会の国保情報集約システ
ム担当者が国保情報集約システムの概要お
よびシステム内でエラーを確認するための
手順やチェックポイントについて説明を行
いました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
第２部では、ゼッタテクノロジー株式会

社（国保情報データベース開発業者）の担
当者が国保事業報告システムの基本的な操
作方法と補助機能について説明を行いまし
た。 

引き続き本会では県及び市町村との情報 
共有・連携強化を推進し、システムの安定
稼働に努めて参ります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和８年度国保情報集約システム及び国保事業報告システム
合同説明会を開催 

お問い合わせ先 情報・介護課 情報管理係 

TEL 0985-25-5289 / FAX 0985-25-6348 

E-mail: jyouhou@kokuhoren-miyazaki.or.jp 

説明会の様子 

国保情報集約システム…都道府県単位で、資格管理や給付管理事務に必要な情報を集約・管理 
するために開発されたシステム。 

 
国保事業報告システム…法定報告業務、補助金の申請業務等を行うために開発されたシステム。 

国保事務の効率化・標準化を図ることを目的に宮崎行政情報ネットワー 
クを活用した共同利用型にて運用。 
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「特定健診受診勧奨ポスター」を作成しましたので、ぜひ活用してください 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こちら県国民健康保険課です 

特定健診・特定保健指導に関するＡ１サイズのポスターを２パターン

（計 10 種類）作成しました。希望される保険者には貸出を行いますの

で、ぜひご活用ください。 

ポスターのデータのみ必要な場合も、ご連絡いただければ送付可能です

ので、お役立ていただけますと幸いです。 

 《問合せ先》宮崎県福祉保健部国民健康保険課 運営担当 

電話番号： 0985-44-2608 

メ ー ル： kokuho@pref.miyazaki.lg.jp 

特定健診勧奨ポスター（５種） 

特定健診勧奨５連ポスター 
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公益財団法人 日本建築衛生管理教育センター 理事⾧ 

宇都宮 啓 
 

この度、こくほ随想の執筆をご依頼いた
だいた。現在、国保中央会の「国保・後期高
齢者ヘルスサポート事業運営委員会」の委
員⾧を拝命しているものの、実はこれまで
直接国保を担当したことはない。初回にあ
たり、自己紹介及び国保周辺と多少関わり
があるかもしれないと思う話を紹介させて
いただく。 

私は医師免許を持つ技術系行政官として
厚生（労働）省等で働き7年前に退職したが、
主に医療を含む公衆衛生畑を歩いてきた。 

昭和61（1986）年、大卒後すぐ厚生省（当
時）に入省。2年後に岩手県庁に出向し、さ
らに保健所、救急臨床と、現場を経験した。
保健所は岩手県北端にある海岸沿いの久慈
保健所。当時は久慈市を中心とする１市１
町４村を所管していた。この時に、各市町村
の保健師さん等に現場へ連れて行っていた
だき、様々な実情を学んだ。その約20年後
に東日本大震災が起こり大きな被害に遭う
こと、そしてその復興支援の意味合いで久
慈を舞台にしたNHKの朝ドラ（あまちゃん）
が製作・放送されることなど当時は知る由
もなかった。 

その後厚生省に戻り、海外に2度赴任する
など様々な部署を回った。厚生省地域保健・
健康増進栄養課で課⾧補佐の時は、全国の
地域保健を担う保健所や保健センター等を
担当し、多くの自治体の皆様と関わった。さ
らに「21世紀における健康づくり運動」と
して平成12（2000）年に打ち出された「健
康日本21」の策定に携わった（令和6年度か

らは健康日本21（第三次）が進められてい
る）。  

2年後、岡山県保健福祉部⾧として赴任し、
再び地域の現場を経験した。岡山から厚生
労働省に戻り、新たに始まった医師の卒後
臨床研修制度を担当する初代室⾧となった。
当時問題となっていた専門分化し過ぎる医
師ではなく、その後の専門にかかわらず医
師としての幅広い知識や技術を身に付ける
という新制度を、地域医療に必須だと応援
してくださった、全国国民健康保険診療施
設協議会（国診協）顧問であった山口昇先生
がよく声をかけてくださり、国診協のイベ
ントや国民健康保険診療施設（国保直診）の
見学などに参加させていただいた。そして
山口先生が病院事業管理者を務めておられ
た広島県の公立みつぎ総合病院を見学した
時に、初めて「地域包括ケア」というものに
ついて教えていただき、その先駆的な取り
組みを学んだ。 

老人保健課⾧の時には介護予防や介護報
酬改定に携わったが、介護報酬を議論する
介護給付費分科会で当時全国町村会⾧とし
て委員を務めていらっしゃったのが、⾧野
県川上村の藤原忠彦村⾧だった。実は医学
部1年生の時に、ほぼ夏休みいっぱいを使っ
て農家に住み込みでアルバイトをしたとこ
ろが川上村だった。藤原村⾧にそのお話を
したところ、よくご存じの農家だったこと
がわかり、話が盛り上がった。縁とは不思議
なものである。 

在任中に、老健局の補助事業により地域包

こくほ随想 
随想の前に 
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括ケア研究会が「2025年の地域包括ケアシ
ステムの姿」を提示した。これを受けて、「地
域包括ケアシステム構築の推進」を掲げ、担
当した平成24年の介護報酬改定を行った。
この頃の社会保障・税一体改革の流れにお
いて、「地域包括ケアシステムの構築」は国
策となり、保険局医療課⾧に異動して携わ
った平成26年の診療報酬改定においても、
基本方針に取り入れた。この流れはその後
も続き、2025年を過ぎた今年の診療報酬改
定の基本方針の中にも、「2040年頃を見据
えた」という記述には変わったものの「地域

包括ケアシステムの推進」は残っている。 
最後に健康局⾧として退職する直前、健

康寿命延伸プラン策定に関わったが、これ
には従来の健康づくり対策に「介護予防・フ
レイル対策、認知症予防」という柱を追加し
た。 

また、現役時代から、地元で青少年育成会
議、コミュニティセンター、社会福祉協議会
等の地域活動も行っている。こんな私です
が、1年間よろしくお願い致します。 

 
（記事提供 社会保険出版社）  

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

  
宇都宮 啓 

（うつのみや おさむ） 
    

公益財団法人 日本建築衛生管理教育センター 理事⾧ 
      
昭和61年4月 厚生省大臣官房統計情報部衛生統計課 

昭和63年4月 岩手県環境保健部保健予防課(岩手県高次 

救急センターにて臨床研修） 

平成元年4月   岩手県 久慈保健所 

この間、厚生省、環境庁、世界保健機関 

（WHO) の各部署を歴任するとともに 

米国に留学2001年1月 内閣官房行政 

改革推進事務局特殊法人等改革推進室 

企画官 

平成11年8月 厚生省保健医療局地域保健・健康増進栄養

課⾧補佐 

平成13年1月 厚生労働省健康局総務課⾧補佐 

平成13年7月 厚生労働省大臣官房厚生科学課主任科学 

技術調整官 

平成14年8月 岡山県保健福祉部⾧ 

平成16年7月 厚生労働省医政局医事課医師臨床研修推進

室⾧ 

平成18年9月 厚生労働省医政局研究開発振興課医療 

機器・情報室⾧ 

平成19年4月 厚生労働省大臣官房総務課企画官（保険局

併任） 

平成21年9月 厚生労働省老健局老人保健課⾧ 

平成24年9月 厚生労働省保険局医療課⾧ 

平成26年7月 国立研究開発法人国立国際医療研究センタ

ー企画戦略局⾧・国際医療協力局⾧ 

平成28年6月 厚生労働省成田空港検疫所⾧ 

平成29年7月 厚生労働省大臣官房生活衛生・食品安全 

審議官 

平成30年7月 厚生労働省健康局⾧ 

平成31年7月 厚生労働省 退官 

著者プロフィール 
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●5 月 

 
 
●6 月 

 
 
●7 月 

日 曜 行事 場所等 

9 土 レセプト受付日 国保連 本館 1 階ライブラリー室 

10 日 レセプト受付日 国保連 本館 1 階ライブラリー室、東別館 1 階受付窓口 

14 木 柔整審査委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

16 土 国保審査委員会（～20 日） 国保連 本館 4 階大会議室 

18 月 国保審査小委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

20 水 国保合同審査委員会  国保連 本館 4 階大会議室 

21 木 あはき審査委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

日 曜 行事 場所等 

10 水 レセプト受付日 国保連 本館 1 階ライブラリー室、東別館 1 階受付窓口 

17 水 柔整審査委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

19 金 
国保審査委員会（～23 日） 国保連 本館 4 階大会議室 

国保審査小委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

23 火 
国保合同審査委員会 国保連 本館 4 階大会議室 

あはき審査委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

29 月 国保主管課⾧会議 オンライン会議形式 

日 曜 行事 場所等 

10 金 レセプト受付日 国保連 本館 1 階ライブラリー室、東別館 1 階受付窓口 

15 水 柔整審査委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

17 金 
国保審査委員会（～22 日） 国保連 本館 4 階大会議室 

国保審査小委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

22 水 国保合同審査委員会  国保連 本館 4 階大会議室 

23 木 あはき審査委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

27 月 理事会・通常総会 オンライン会議形式 

 
国保連行事予定（令和 8 年 5 月～令和 8 年 7 月） 
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40 歳未満事業主健診データ活用のおしらせ 
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 地域の健康づくりや健康寿命延伸に関する啓発、国保の周知等を目的とした健康まつり
などのイベント活動を支援するため、保険者等のみなさまに以下の機材の貸出しを行って
おります。 
 
 
■オレンジくん着ぐるみ 

■体組成計 
 体重・体脂肪率、体の部位別の脂肪量、筋肉量などの測定を行うことができます。 
 
■もの忘れ相談プログラム 
 モニターに表示される簡単な質問をタッチパネルで答えていくことで、アルツハイマー
型認知症の疑いをチェックできます。（※付属のプリンターも貸出しております。） 
 
■チェッカーくん（足指力測定器） 
 下肢機能を把握するために足指の力を測定します。 
 
■健康パネル 
 色々な内容の掲示用パネルがありますので、様々なテーマのイベントに対応した健康パ
ネルをご用意することができます。 
 

■オレンジタイム DVD 

■のぼり 

■はっぴ 

■テーブルクロス 

■ロールアップバナー 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

イベント用機材貸出のご案内 

イベントでみなさまと 
お会いできることをお待ち
しております。 

体組成計 

もの忘れ相談プログラム 

ご案内用ウェブページＵＲＬ 
https://www.kokuhoren-miyazaki.or.jp/insurance/lending/ 

のぼり（５種類） 

チェッカーくん 

お問い合わせ先 総務企画課 企画調査係 

TEL 0985-25-5321 / FAX 0985-83-3359 

E-mail: kikaku@kokuhoren-miyazaki.or.jp 



 

 


